
喫茶「カルディア」オープン !!

島民の健康を守る相島診療所

喫茶「カルディア」
そぴあにオープン

　そぴあしんぐうの改装工事が行われました。
　4月3日オープンの喫茶「カルディア」の営業時間は10時から17時（大
ホールイベント時は延長）です。
　また、小ホールはダンスレッスンの利用が可能となりました。

　平成30年度より医師の夏期（4月から9月）の宿日直が
見直され、診療終了後に最終便で島を離れることも可能
となります。
　医師の研修時には、半日休診などを設定します。

湊
機
械
利
用
組
合
の
設
立

　
平
成
30
年
２
月
22
日
、
湊
区
公
民
館
に
て
設
立
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
組
合
員　
31
人

○
加
入
面
積　
水
田
11
・
８
㌶

○
整
備
す
る
機
械

　
　
　
　
（
８
６
９
万
円　
内
補
助
金
３
０
０
万
円
）

　
　
田
植
え
機（
５
条
植
え
）　
１
台

　
　
コ
ン
バ
イ
ン（
４
条
刈
）　
１
台

　
　
籾
搬
送
機　
１
台

　平成30年4月より相島漁村留学が始まり、
15人（小学生12人・中学生3人）の子どもたち
が通学します。
　通学時に利用するマリンクスおよび渡船し
んぐうの使用料は「相島漁村留学通学補助金
交付要綱」に基づき交付されます。

　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
介
護
保
険
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
介
護
保
険
料
が
見
直
し
さ
れ
ま

す
。

○
グ
ル
ー
プ
の
見
直
し

　
新
宮
町
は
Ｃ
グ
ル
ー
プ（
一
番
基
準
額
が
低
い
）

　
基
準
額　
４
８
０
０
円
を
５
２
５
８
円
に
変
更

○
介
護
保
険
料
の
細
分
化　
16
段
階
か
ら
25
段
階
へ

　
町
民
税
課
税
者
の
場
合
は
11
段
階
か
ら
20
段
階
へ

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
の
変
更

　

 

平
成
30
年
８
月
よ
り
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方

の
利
用
者
負
担
額
が
３
割
に
変
更

介
護
保
険
料
の
見
直
し

相島漁村留学スタート

相島診療所の運営体制が
変わります

文教
生活
文教
生活
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　　◇社会教育課 ◇学校教育課 ◇健康福祉課 ◇子育て支援課 ◇産業振興課 ◇環境課
　　◎横大路政之 ○大牟田直人・牧野真紀子・安武寛憲 ◎委員長 ○副委員長



　一般質問とは、定例会において議員が町の
行財政全般について、町と政策論争をするも
のです。
　質問事項は事前に通告し、質問者は30分
の持ち時間内で質問します。
　第1回定例会の一般質問は、平成30年3月6
日（火）に5人が行いました。
　議事録は、議会事務局及び町立図書館で閲
覧できます。また、質問の様子は録画配信し
ています。（19ページ参照）

１　大牟田直人　　議員……………… 12
　•3次喫煙対策の必要性は

２　松井　和行　　議員……………… 13
　•クロスカントリー式マラソン大会を

３　庵原　伸一　　議員……………… 14
　•選挙公約の進捗は

４　上畝地白馬　　議員……………… 15
　•情報技術を使った町政運営の長期ビジョンは

５　横大路政之　　議員……………… 16
　•受益者負担算定基準の策定・公表を

※一般質問の原稿は質問者の提出原稿をもとに作成しています。
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一般質問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う



3次喫煙から子どもを守る取り組みを

収容避難所にWi-Fi 整備を

収
容
避
難
所
へ

Ｗワ

イ

フ

ァ

イ

ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
を

　
　
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
、

周
囲
の
人
の
健
康
へ
の
悪
影

響
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
子
ど
も
に
つ
い
て

は
影
響
が
大
き
く
、
保
護
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
３

次
喫
煙
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
体
調
を
崩
す
、
授
業
に
集

中
で
き
な
い
な
ど
、
３
次
喫

煙
の
影
響
を
感
じ
る
子
ど
も

の
現
状
は
。

問
　
　
　
　
３
次
喫
煙
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
学
校
で
の
把

握
は
困
難
で
あ
る
。

　
現
状
で
は
、
た
ば
こ
の
影

響
で
気
分
が
悪
い
と
い
う
子

ど
も
の
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。

　
　
現
在
、
２
次
喫
煙
を
防

ぐ
対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
３
次
喫
煙
の
対
策

の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

　
　
　
　
３
次
喫
煙
が
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
可

能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

　
教
育
施
設
に
限
ら
ず
社
会

全
体
で
対
策
を
と
っ
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
。

問
　
　
学
校
教
職
員
は
子
ど
も

へ
の
影
響
が
大
き
い
。

　
子
ど
も
と
接
す
る
直
前
は

吸
わ
な
い
、
喫
煙
後
の
歯
磨

き
う
が
い
を
徹
底
す
る
、
服

を
ブ
ラ
シ
で
払
う
な
ど
、
で

き
る
対
策
か
ら
取
り
組
め
な

い
か
。

教
育
長

　
　
　

東
日
本
大
震
災
以

降
、
情
報
伝
達
手
段
の
確
保

の
必
要
性
、
重
要
性
が
認
識

さ
れ
て
お
り
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

整
備
の
有
用
性
は
高
い
。

　
平
時
の
際
の
活
用
や
、
ど

こ
か
ら
優
先
的
に
整
備
す
る

の
か
な
ど
、
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

町
長

問 教
育
長

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
す
る
考
え

で
状
況
を
見
極
め
た
い
。

　
３
次
喫
煙
に
つ
い
て
は
社

会
全
体
で
考
え
る
べ
き
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、
様
々
な
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

　
　
３
次
喫
煙
に
関
す
る
啓

発
活
動
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
母
子
健
康
手
帳
交
付

時
や
乳
幼
児
健
診
時
、
広
報

誌
や
健
康
診
断
の
結
果
を
伝

え
る
と
き
に
も
、
禁
煙
へ
の

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
３
次
喫
煙
と
は
何
か
、
身

体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
の
か
の
調
査
・
啓
発
に
力

を
注
い
で
い
き
た
い
。

問町
長

　
　
子
育
て
世
代
の
保
護
者

や
教
職
員
を
対
象
と
し
た
禁

煙
外
来
の
助
成
な
ど
、
子
ど

も
に
関
わ
る
人
の
禁
煙
を
促

す
施
策
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
経
済
的
な
理
由
で
禁

煙
外
来
に
行
け
な
い
と
い
う

こ
と
は
考
え
づ
ら
く
、
禁
煙

を
促
す
に
は
啓
発
活
動
に
尽

き
る
と
考
え
る
。

　

禁
煙
に
関
す
る
相
談
や
、

禁
煙
外
来
の
紹
介
を
実
施
し

て
い
く
。

問町
長

　
　
災
害
発
生
時
に
安
否
確

認
や
支
援
物
資
の
情
報
収
集

を
行
う
た
め
の
通
信
手
段
と

し
て
、
収
容
避
難
所
に
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
で
き
な

い
か
。

問

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

大牟田直人 議員

3 次喫煙対策の
必要性は

教育施設だけでなく
社会全体で対策すべき教育長

＊ 【3次喫煙（サードハンドスモーク）】　たばこを吸い終わった
喫煙者の呼気、髪の毛、衣類などに残ったたばこの残留物か
ら有害物質を吸入すること。
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平成29年度より町主催の保全活動が
行われている楯の松原

クロスカントリーに適した楯の松原と新宮海岸

松井　和行 議員

　
　
楯
の
松
原
の
歴
史
や
、

町
に
与
え
る
保
全
機
能
の
重

要
性
を
町
外
に
発
信
し
、
そ

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
積
極

的
に
活
用
す
る
た
め
に
企
画

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
観
光
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
で
き
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
松
原
と
新
宮
海

岸
を
コ
ー
ス
に
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
式
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

開
催
す
れ
ば
、
西
鉄
新
宮
駅

の
乗
降
客
の
増
加
に
つ
な
が

り
、
ま
た
、
大
会
に
あ
わ
せ

て
杜
の
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
地

元
物
産
の
直
販
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

　
　
　
楯
の
松
原
が
、
い
か

に
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響

す
る
か
を
伝
え
な
が
ら
、
ま

ず
地
域
の
方
に
保
全
活
動
の

参
加
を
求
め
た
い
。

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
式
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
を
開
催
す

れ
ば
、
多
く
の
方
々
に
来
て

い
た
だ
き
、
白
砂
青
松
の
素

晴
ら
し
さ
へ
の
理
解
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
、
今
す
ぐ
大

会
を
開
く
環
境
で
は
な
い
。

問

　
　
町
内
外
の
方
に
、
素
晴

ら
し
い
松
原
を
実
感
し
て
も

ら
い
、
保
全
を
行
う
趣
旨
を

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
現
地
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、地
域
、

企
業
、
学
校
の
団
体
に
協
力

を
求
め
参
画
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
保
全
活
動
の
認
識
へ

と
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

ブ
ー
ム
で
も
あ
り
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
は
ど
こ
で
も
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、
唯
一

こ
の
松
原
で
で
き
る
と
思
う

が
、
町
長
の
見
解
は
。

問

　
　
　
楯
の
松
原
や
新
宮
海

岸
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
広

く
発
信
し
、
活
用
し
た
い
と

い
う
考
え
は
理
解
で
き
る
。

　
そ
の
環
境
を
活
か
し
た
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
式
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
実
施
に
あ
わ
せ
、

地
元
物
産
の
直
販
を
行
え

ば
、
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
り
大
会
当
日
の
西
鉄
新

宮
駅
の
乗
降
客
は
増
加
す
る

と
思
わ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で

も
一
時
的
な
増
加
に
と
ど
ま

る
と
懸
念
す
る
。

　
ま
た
、
参
加
者
が
増
え
れ

ば
「
砂
の
芸
術
祭
」
の
開
催

時
の
よ
う
に
、
杜
の
宮
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
駐
車
場
と
し
て
利

町
長

町
長

用
す
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
利
用
し
た
直
販
も
困

難
に
な
る
と
思
う
。

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

クロスカントリー式
マラソン大会を

今すぐ大会を開く
環境ではない 町長
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「進化するまち新宮」は着実に進んでいる

　
　
町
長
は
平
成
27
年
６
月

定
例
会
で
、「
進
化
す
る
ま

ち
新
宮
」
を
創
っ
て
い
き
た

い
と
所
信
を
表
明
さ
れ
、
そ

の
後
も
色
々
な
場
面
で
政
策

提
案
な
ど
を
さ
れ
、
現
在
２

期
目
の
最
終
年
度
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
成
果
及

び
進
捗
状
況
並
び
に
今
後
の

課
題
を
伺
う
。

問

重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
６
次
新
宮
町
総

合
計
画
策
定
に
向
け
て
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
懇
談
会

を
開
催
し
意
見
を
集
約
し
て

い
き
た
い
。

　
　
新
宮
漁
港
の
有
効
活
用

は
。

　
　
　
　
　
　
漁
港
ま
で
の

県
道
拡
幅
は
県
営
河
川
を
改

修
す
る
こ
と
で
協
議
し
て
い

る
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
漁
港
内
に
あ
る
施
設
の
活

用
は
、
相
島
活
性
化
プ
ラ
ン

の
中
で
も
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
る
。

問
　
　
三
代
地
区
の
土
地
区
画

整
理
事
業
の
推
進
は
。

福
田
副
町
長

問
　
　
　
　
　
　
県
の
都
市
計

画
課
と
協
議
を
し
て
い
る
が

安
易
な
人
口
増
や
商
業
施
設

を
計
画
す
る
こ
と
は
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

　
区
画
整
理
事
業
を
進
め
る

た
め
に
は
、
東
部
地
域
の
基

盤
と
し
て
三
代
・
的
野
線
を

早
期
に
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も

　
　
学
校
給
食
へ
の
地
元
食

材
の
活
用
は
。

問
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
か
ら

各
学
校
に
給
食
選
定
委
員
会

を
設
け
、
業
者
の
登
録
制
に

よ
り
地
産
地
消
を
進
め
て
お

り
、
ひ
と
ま
る
の
里
、
新
宮

相
島
漁
協
、
Ｊ
Ａ
粕
屋
か
ら

食
材
を
納
入
し
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長

　
　
保
育
士
の
確
保
と
、
待

機
児
童
の
解
消
は
。

問
　
　
　
待
機
児
童
解
消
に
つ

い
て
は
、
定
員
確
保
の
た
め

定
員
増
の
対
策
を
し
て
き

た
。

　

ま
た
補
助
金
を
計
上
し
、

０
〜
２
歳
児
の
保
育
士
の
確

保
に
努
め
て
い
る
が
、
厳
し

い
状
況
で
、
現
在
37
人
の
待

機
児
童
が
い
る
。

町
長

　
　
町
の
財
政
状
況
は
。

問
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

が
で
き
財
政
は
好
転
し
て
い

る
。

町
長

　
　
　
議
会
、
町
民
皆
様
の

ご
理
解
や
職
員
の
協
力
に
よ

り
、着
実
に
実
施
し
て
き
た
。

　
成
果
は
町
民
が
判
断
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　

土
地
利
用
、
地
域
振
興
、

福
祉
施
策
な
ど
の
課
題
が
あ

る
が
、
事
業
実
施
す
る
た
め

に
は
計
画
的
な
財
源
確
保
が

町
長

　
　
平
成
30
年
１
月
29
日
に

開
催
さ
れ
た
招
待
給
食
時

に
、
平
成
31
年
度
に
は
教
室

が
不
足
す
る
た
め
、
平
成
30

年
度
に
体
育
館
下
の
駐
車
場

に
教
室
確
保
の
工
事
を
行
う

予
定
で
あ
る
な
ど
近
況
報
告

が
あ
っ
た
。

　
学
校
側
の
報
告
が
事
実
な

ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な

事
項
を
議
会
に
説
明
も
な
く

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
れ
ば

甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
詳
細

に
伺
う
。

問
　
　
　
　
日
頃
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
方
々
へ
の
学

校
の
現
状
と
現
時
点
で
考
え

ら
れ
る
案
と
し
て
触
れ
た
も

の
で
あ
り
、
決
定
事
項
と
し

て
お
伝
え
し
た
内
容
で
は
な

い
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
が
あ
っ

た
方
が
効
果
的
で
あ
る
。

北
小
学
校
改
修
計
画

は
事
実
か

福
田
副
町
長

教
育
長

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

庵原　伸一 議員

選挙公約の進捗は

施政方針に掲げた事項
は着実に実施している町長
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安全な情報管理体制を

情報技術を活用した長期計画を

上畝地白馬 議員

　
　
本
町
は
、
ユ＊
ビ
キ
タ
ス

社
会
の
実
現
や
、
電
子
自
治

体
の
構
築
を
第
５
次
新
宮
町

総
合
計
画
（
後
期
）
基
本
計

画
の
課
題
と
し
て
あ
げ
て
お

り
、
今
後
高
度
化
す
る
情
報

技
術
を
使
っ
た
行
政
運
営
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
情
報
技
術
を
使
っ
た
行
政

運
営
の
現
状
の
取
り
組
み
は
。 　

　
　

国
の
計
画
に
基
づ

き
、
行
政
運
営
の
効
率
化
に

つ
な
が
る
よ
う
施
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
国
が
示
す
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

は
未
着
手
で
あ
る
。

問

　
　
今
後
進
め
て
い
く
情
報

技
術
を
使
っ
た
行
政
運
営
の

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

問

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
総
合
政

策
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ク
ラ
ウ

ド
化
や
情
報
連
携
に
よ
る
行

政
の
効
率
化
を
進
め
て
い

る
。

町
長

町
長

　
　
情
報
技
術
を
使
っ
て
安

全
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営

を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
十

分
な
体
制
構
築
が
必
要
と
考

え
る
。

　
情
報
技
術
に
関
す
る
管
理

体
制
の
現
状
は
。

　
　
　
本
町
に
お
い
て
情
報

統
括
責
任
者
に
当
た
る
役
職

は
、
Ｉ
Ｔ
化
推
進
本
部
長
で

あ
る
町
長
、
補
佐
官
に
あ
た

る
役
職
は
副
町
長
並
び
に
教

育
長
で
あ
る
。

　
現
在
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
に
つ

い
て
は
、
国
の
計
画
や
法
で

定
め
ら
れ
た
内
容
の
も
の
が

多
く
、
政
策
経
営
課
が
主
体

と
な
り
各
課
を
調
整
し
て
運

営
し
て
い
る
。

町
長

　
　
情
報
統
括
責
任
者
及
び

補
佐
官
の
設
置
は
で
き
な
い

か
。

問

　
　
　
政
策
経
営
課
が
主
体

と
な
り
、
管
理
し
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
や
制
度
に
応
じ

て
関
係
各
課
や
保
守
管
理
委

託
業
者
と
協
議
を
行
っ
て
い

る
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
対
策

を
実
施
し
て
い
る
。

町
長

問

　
　
　
10
年
後
に
は
、
自
動

車
の
自
動
運
転
も
実
現
可
能

で
あ
る
話
も
聞
く
。

　
ま
た
、
人
工
知
能
を
使
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
生
活
環
境
が

変
わ
る
時
代
に
入
っ
て
い
る

の
で
、
対
応
で
き
る
自
治
体

に
な
る
た
め
、
今
か
ら
準
備

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

町
長

　
　
責
任
者
を
置
い
て
、
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

問

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

情報技術を使った町政
運営の長期ビジョンは

長期ビジョンの策定は、
未着手である 町長

＊ 【ユビキタス社会】　いつでも、どこでもインターネットなど
の情報ネットワークにつながることにより、さまざまなサー
ビスが提供され、人々の生活をより豊かにする社会。
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